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３年「とく点は何点かな（かけ算のきまり）」教科書Ｐ１０～Ｐ２１（８時間扱い→６時間で実施） 
教科書 教師の手立て 期待する児童の反応 

第１時 Ｐ１０～ 
ポイント 1→ 

（ゲーム内容と得点表の見方
を確認する） 
 
 
 

ポイント２→ 
（「入ったところの点数」×入
った数（こ））のかけ算で求め
られることを確認しておく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント３→ 
（3 点×0＝3 ではいけないの
か問うことで、理解を深める。
「なぜ」が大切。） 
 
 
 
 
 
 
 

 

問１ ゆうやさんが、まとあて点取

りゲームをしたら、次のようになり

ました。おはじきが入った数を表に

かきましょう。 

（教科書Ｐ１０～Ｐ１１を提示） 

 

問２ ５点のところのとく点をもと

める式とそのとく点をもとめましょ

う。 

 

問３ ５点以外のそれぞれのとく点

を求めて表を完成させましょう 

（ワークシートを利用させる） 

・１０点 

➡１０点×３=３０点 

・３点 

➡３点×０=０点 

・０点 

➡０点×５=０点 

 

でよいですか。 

 

問４ ３点と０点のとく点で、こん

な考えがありました。 

➀ ３点×０=３点 

ではいけませんか。 

・それはなぜですか 

 

 

 

・「０点」になるでよいですか。 

 

 

 
（意識） 
・ゲーム内容に興味を持つ 
 
 
 
 
（数学的活動） 
・５点×２こ＝１０点 
 
 
 
 
（数学的活動） 
・１０点 

➡１０×３=３０点 

・３点 

➡３×０=０点 

・０点 

➡０×５=０点 

（頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
 
 
 
（発言） 
・いけません。 
・３点に何も入っていないの
で、０点になるからです。 
・３点の０こ分だから０点で
す。 
（頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
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ポイント４→ 

（0点×5＝ではいけないのか
問うことで、理解を深める。
「なぜ」が大切。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント５→ 
（「どんな数」に…、「どんな
数」を、について、一般化する
ことが大切。） 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント６→ 
（二年生の時の学習を想起さ
せながら、基本的な見方や作
り方を振り返る。見つけたか
け算とその答えや、答えから、
かけ算を見つけるなどの振り
返りをさせると良い。） 

 

➁ ０点×５=５点 

ではいけませんか。 

・それはなぜですか 

 

 

 

 

・「０点はいくつあっても０点」とい

う考えでよいですか。 

 

問５ 「３×０」や「０×５」などの

かけ算を「０のかけ算」といいます。 

教科書Ｐ１２を見てみましょう。 

何とかいていますか。読んでみまし

ょう。→教科書Ｐ１２「０のかけ算」

の説明箇所を確認させる。 

 

・このように、「どんな数に０をかけ

ても、答えは０になります。」「０にど

んな数をかけても０になります」と

いうことをしっかり確認しておきま

しょう。 

 

 

問６ 「たしかめ」をやってみましょ

う。（まず１～２問はさせてみて、残

りの時間によっては宿題にする） 

 

※教科書Ｐ１３のかけ算「九九表」を

みて、いろいろな「かけ算の答え」を

見つけましょう。 

 

 

 

 

 
（発言） 
・いけません。 
・０点にいくつ入っても、０点
になるからです。 
・０はいくつ集めても０点だ
からです。 
 
（頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
 
 
 
 
（教科書Ｐ１２の「０のかけ
算」を読む） 
 
 
 
 
 
 
（「０のかけ算」の「どんな数
に…」の文をノートにかく） 
 
（答え合わせをする） 
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ポイント７→ 

（「 九 九 表 の 見 方 を 確 認 す
る。） 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 8 
（「7×6」の答えを忘れたとい

う問題設定を理解させ、かけ

算九九表を活用して、その積

を求める学習内容であること

を自覚させる） 
 

ポイント 9→ 
（「ゆき」さんの考え方を表や
式から読み取らせる） 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 10→ 
（式に表すことで、乗数が１
増えるごとに、被乗数の数ず
つ積が増えていくというかけ
算のきまりを理解させてい
く） 
 

 

問７「★」印のかけ算は、「何×何」

の答えが入りますか。 

 

問８「★」印のかけ算の答えは「何」

の数字が入りますか。 

 

 

問９「❤」印のかけ算は、「何×何」

の答えが入りますか。 

 

 

問１０かえでさんは、「❤」印の「７

×６」の答えを忘れてしまいました。 

・この表を使って「７×６」の答えを

見つけるために、「ゆき」さんは、次

のように考えました。 

 

 

（ゆき） 

「３５+７=４２」 

・どんな考えで求めたのでしょう

か。 

（補助発問） 

・「３５」は何の数を表しているのか

な 

・どうして「７」をたすのかな 

 

 

・「7×5＝35」だから、式にすると 

➡７×６=７×５+□ □は？ 

     （35） 

・「７のだん」は、かける数が１増え

ると「７」ずつ増えるので、「７×５

=３５」に「７」をたした。というこ

とでよいですか。 

 
（発言） 
・「５×４」の答えです。 
 
（発言） 
・「２０」です。 
 
 
（発言） 
・「７×６」の答えです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・７のだんは、かけ算の答えが
「７ずつ増える」から３５に７
をたしたのだと思います。 
・かける数が「１ふえると」、
かけ算の答えが「７ずつふえ
る」からだと思います。 
・「７×５が３５」だから、「３
５に７をたした」のだと思いま
す。 
・７×６=７×５+７です 
（頷き・挙手） 
・よいです。 
・表を完成させる。 
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ポイント 11→ 
（「乗法の交換法則」のきまり
を「九九表」をもとにして確認
させながら理解を図る） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ポイント 12→ 
（「乗法の交換法則）につい
て、一般化させていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※上の「７のだん」の表を完成させな

がら、理解を深める。 

 

・「みなと」さんは、このようにして

「４２」の答えを見つけました。 

どんな考えでしょう。 

【みなと】 

「６×７=４２」だから「４２」 

 

・「７×６」と「６×７」の答えが同

じという考えは、他のかけ算でもい

えるのか表で確かめてみましょう。 

・２×３=３×２ 【◯・×】  

・５×６=６×５ 【◯・×】 

・８×７=７×８ 【◯・×】 

 

・いつでも「かけられる数」と「かけ

る数」を入れかえても、答えは同じに

なると言えますか。 

・教科書Ｐ１４「交かんのきまり」を

みてみましょう。 

 

問１１ Ｐ１４の「たしかめ」をしよ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・「７×６」と「６×７」の答
えは同じになるからです。 
 
 
（表をみて確かめる） 
・２×３=３×２ ◯ ６ 
・５×６=６×５ ◯３０ 
・８×７=７×８ ◯５６ 
 
 
・言えます。 
 
  
 
 
（答え合わせをする） 
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第２時 「乗法の分配法則」 

P１５〜P１６   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント１→ 
（前時の「交換法則のかけ算
の決まり」とつないで確認す
る。） 
 

 
ポイント２→ 

（「図」と「式」を関連付けな
がら、他児の考えを読み取ら
せていく。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント３ 
（被乗数の「7」を分解して計

算していることを確認する） 
 
 

 

問１ 次の◯の数を「かけ算九九」を

使って求めましょう。 

       ６ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

７ ◯◯◯◯◯◯ 

  ◯◯◯◯◯◯ 

  ◯◯◯◯◯◯ 

◯◯◯◯◯◯ 

 

・「７×６=４２」または、「６×７=４

２」でよいですか。 

 

 

 

 

問２ 「みなと」さんは、次のような

計算でもとめました。どんな考え方

でしょう。 

・「２×６+５×６=１２+３０=４２」 

       ６ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

  ２ ◯◯◯◯◯◯ １２ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

７   ◯◯◯◯◯◯    ４２ 

  ◯◯◯◯◯◯ 

５ ◯◯◯◯◯◯ ３０ 

◯◯◯◯◯◯ 

 

・「かけられる数の７を２と５に分

けて計算している」でよいですか。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・「６×７=４２」です。 
・「７×６=４２」です。 
 
（頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・かけられる数の「７」を「２
と５に分けて」計算していま
す。 
・７=２+５だから、それぞれ
のまとまりの数を求めて、 
・２×６=１２、５×６=３０
で、１２+３０=４２と考えて
います。 
（頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
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ポイント 4 
（「分配法則」を、図と関連さ

せながら、式化して確認する） 

 
ポイント５ 

（「乗数分解」のかけ算の考え

方を、図と式を関連付けなが

ら読解させていく。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 6 
（乗数の「6」を分解して計算

していることを確認する） 
 
 
 
 
 

ポイント 7 
（「分配法則」を、図と関連

させながら、式化して確認す

る 
 

 
 

・このことを式に表すと、 

７×６=（２×６）+（５×６） 

と表すことができます。 

 

・「よしおくん」は、このような考え

で「４２」を求めました。図や式を見

て、どんな考え、説明してください。 

 

       ６ 

     ２  ４ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

    ◯◯◯◯◯◯ 

７ ◯◯◯◯◯◯ 

  ◯◯◯◯◯◯ 

  ◯◯◯◯◯◯ 

◯◯◯◯◯◯ 

    １４ ２８ 

だから、１４+２８=４２です。 

 

 

・かける数の６を２と４に分けて計

算しているでよいですか。 

・このことを式に表すと、 

７×６=（７×□）+（７×△） 

と表すことができます。□と△に入

る数は何ですか。 

 

 

・７×６=（７×２）+（７×４） 

でよいですか。 

※教科書Ｐ１５「分配のきまり」を読

みましょう。 

 

 

 

・ノートに式を記述する。 
 
 
 
（考える場） 
・各自で説明の仕方を考える 
 
 
 
（発言） 
・かける数の「６」を「２と４」
に分けて、計算しています。 
・６=２+４だから、それぞれ
のまとまりの数を求めて、 
・７×２=１４、７×４=２８
で、１４+２８=４２と考えて
います。 
 
・よいです。 
 
※ノートを確認する 
（発言） 
・□には、２、△には４が入り
ます。 
（頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
 
 
 
 
 
※教科書Ｐ１５「分配のきま
り」を読み、大切なところを朱
書きする。 
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ポイント８→ 
（「被乗数分解」の「分配法則」
の活用を図る→かけ算九九の
範囲の拡張） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ポイント 9→ 
（「被乗数分解」の「分配法則」
について、式に表して理解を
図る） 
 
 
 
 
 
 

 

 

「たしかめ」をしましょう。Ｐ１５ 

「３」をさせる。 

 

問３ 次の◯の数を「かけ算」でもと

めるために「みなと」さんは、次のよ

うに計算しようとしています。 

どんな方法でしたのでしょうか。□

と△の数を求めましょう。 

（板書で示す） 

       ４ 

     ◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯ 

  １３  ◯◯◯◯ １０×４ 

     ◯◯◯◯   =４０ 

◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯ 

     ◯◯◯◯  ３×４ 

     ◯◯◯◯   =１２ 

 

「みなと」 

       □×４=４０ 

 １３×４ 

       △×４=１２ 

     あわせて  ５２ 

・よいですか。 

・このように、「分配法則」を使って、

かけ算を簡単にすることができま

す。（かけ算九九の拡張） 

 

 
 
・答え合わせをする。 
 
 
 
 
 
 
 
（式から考えを読み取る） 
 
（発言） 
・かけられる数の「１３」を、
「１０と３」に分けて、計算し
ています。 
（頷き・挙手） 
・よいです。 
（意識） 
・「分配法則」で、かけ算を簡
単にすることができるんだ。 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・「２０×３」です 
（頷き・挙手で確認） 
・よいです。 
・６０です。 
※２０+２０+２０=６０ 
※２×３=６だから６０ 
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第３時「何十・何百のかけ算」 
P17～ 
 
 
 
 
 

 
 

ポイント 1 
（「はる」くんの考え方を読み
取り、その考えを表現させる） 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 2→ 
（「２×３＝６」の意味を問う
ことで、10 のまとまりの数を
求めていることを見出せさせ
ていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

問題「１つ２０円のあめを３こ買い

ます。代金は何円になるでしょうか。 

を提示する。 

 

問１ どんな式で求められますか。 

・よいですか。 

・「２０×３」の答えはいくらです

か。 

 

問２ 「はる」くんは、 

 ２０×３は、「２×３=６」だから、 

 答えは「６０」です。 

と言っています。 

 どうして、「２０×３」が、「２×３」

のかけ算で求められるのでしょう。 

 Ｐ１１「はる」くんの説明している

図と式をもとにして説明しましょ

う。 

 

 

１０の２×３=６つ分だから６０です。 

問３ この式の「２×３=６」の「６」

は何の数を表しているのですか。 

 

・１０の２つ分×３つ分=６つ分な

のですね。 

・６➡６０になるのはどうしてです

か。 

 

問４ 「２×３」=６で、１０のまと

まりが６つあるから、６０になるの

ですか。 

 

 

 

 
 
 
 
 
（発言） 
・２０は１０の２つ分で、 
その２つ分が３つあるので、 
２×３=６が使えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・１０の「２つ分の３つ分」で
「６つ分」となるので、 
１０の「６つ分」のことです。 
・そうです。 
・１０のまとまりの６つ分に
なるから、 
１０×６=６０になります。 
 
（頷き・挙手で確認） 
・そうです。 
 
 
 
（発言） 
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ポイント 3→ 

（「200×３」の計算への活用
を図る。「同じように考えて」
と条件を示すことがポイント
となる） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 4 
（積の末尾に「0」をつけるこ
との意味を理解させていく） 
 
 
 
 
 
 
 
 
第４時 「3 つの数のかけ算」 
P18 
 
 
 
 

 

問５ 同じように考えて、「２００×

３」を簡単にするには、どうすればよ

いですか。 

 

 

・２００×３の計算は、 

 100 の数が、２×３で６だから、 

「100 が 6こ」なので、「６００」に

なるのですね。 

 

問６ 分かったことは、 

  ２０×３= ６０ 

 ２００×３=６００ 

で、どちらも「２×３」のかけ算を

使うことでした。 

 この計算をみて、「０」のつき方で、

何か気づくことはありませんか、 

 

問７ なぜ同じ数だけ「０」が付くの

でしょうか 

２０×３= ６０（10 の 6 つ分） 

２００×３=６００（100 の６つ分） 

 

（ノートに書かせる） 

 

問８ Ｐ１７「たしかめ」「４」をし

ましょう 

 

 

問題 「１つ５０円のドーナツが、１

箱に４つずつ入っています。 

 ２箱では、何円になるでしょう。 

を提示する。 

 

 

 
・「２×３=６」で、100 が６つ
あるから、６００です。 
 
 
 
 
 
（頷き・挙手） 
・そうです。 
 
 
 
 
 
（発言） 
・かけられる数の「０」の数だ
け、答えに「０」がついていま
す。 
（発言） 
・どちらも、「10」や「100」の
いくつ分を表しているからで
す。だから、同じ数だけ「０」
がつきます。 
 
 
・答え合わせをする。 
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ポイント 1 
（自分の考えと比べながら、
異同をとらえさせるととも
に、「はる」さんの考えを読み
取らせていく） 

ポイント 2 
（「５０×４」の「２００」の
意味を読解させて表現させ
る） 
 

ポイント 3 
（「２００×２」の計算の意味

を捉えさせる） 

 
ポイント 4 

（「４×２」の「８」の意味を
読解させて表現させる） 

ポイント 5 
（「５０×８」の計算の意図を

捉えさせる） 

ポイント 5 
（それぞれの計算の順番の違

いから、考え方の違いを明確

にしていく） 

 
 
 
 
 
 

 

問１ この問題の答えを求める式と

答えをノートに書きましょう。 

 

 

 

問２ 「はる」さんは、このような計

算で、答えを求めました。同じ考えの

人はいますか。 

 

 

問３ 「はる」さんの「５０×４」の

「２００」は、何の数を表しています

か。 

 

 

問４ そのあと、なぜ「２００×２」

をするのですか。 

 

 

問５ 「ゆき」さんの「４×２」の「８」

は、何の数を表していますか。 

 

問６ なぜ「５０×８」をするのです

か。 

 

問７ ２人の「求め方」の違いは何で

すか。 

「はる」さん 

➡５０×４=２００円（１箱分代金） 

200 円×２箱分=400 円（全部の代金） 

「ゆき」さん 

➡４こ×２=８こ（ドーナツの数） 

50 円×8 こ分=400 円（全部の代金） 

 

 

 
（ノート） 
➀ ５０×４=２００、 

２００×２=４００ 
➁ ４×２=８ 
 ５０×８=４００ 
…。 
（挙手） 
・◯人 
 
 
（発言） 
・５０円×４=２００円で、 
１はこ分の代金だと思います。 
 
（発言） 
・１はこ分が２００円で、それ
が 2 はこあるから「２００円×
２」で求めています。 
 
（発言） 
・４この 2 はこ分なので、「ド
ーナツの数」だと思います。 
（発言） 
・１つ５０円のドーナツの８
こ分を求めるからです。 
 
（発言） 
「はる」さん 
➡１はこ分の代金を先に求め
て、あとで全部の代金を求める
方法です。 
「ゆき」さん 
➡ドーナツの数を先に求めて、
あとで全部の代金を求める方
法です。 
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ポイント６ 
（それぞれの計算の順番の違

いから、考え方の違いを明確

にしていく） 

 
 
 
 

ポイント 7 
（それぞれの計算の結果は同

じであることから、「結合法

則」を導いていく） 

 
 
 
 
第５時 「かけ算を使って」 
（積から乗法や被乗数を見つ
ける）P19 

 
ポイント 1→ 

（かけ算九九表を使った「乗

数」の見つけ方を探らせる） 

 
 

問８ それぞれの式をひとつにまと

めるとこうなります。 

「はる」さん 

➡５０×４×２=４００円 

「ゆき」さん 

➡５０×（４×２）=４００円 

※（ ）を先にすることを確認。 

問９ 答えは、同じですか。違います

か。 

・答えは同じなので、こうなります。 

 

５０×４×２=５０×（４×２） 

先に計算       先に計算 

（1こ分）     （ドーナツの数） 

 

「前から順に」 

       「あとの２つを先に」 

 

 

このようなかけ算のきまりについて

まとめましょう。 

Ｐ１８「結合のきまり」をみましょ

う。  

 

問９ Ｐ１８の「たしかめ」をしまし

ょう。 

 

※教科書Ｐ１９「８」の問題※ 

「右の式の□にあてはまる数の見つ

け方を考えましょう」 

    ６×□＝２４ 

問１ ６×□=２４です。□にあては

まる数を求めるにはどうすればよい

ですか。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
・答えは同じです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教科書をもとに、「結合のき
まり」を確認する。 
 
 
 
・答え合わせをする 
 
 
 
 
 
 
（発言） 
・□に数を入れて、見つける。 
・かけ算九九表から見つける。 
…。 
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ポイント 2→ 
（九九を唱えながら、当ては

まる乗数を見つけさせる） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント 3→ 
（九九表を調べたり、交換法

則を使ったり、□に数を当て

はめたりしながら、条件にそ

った「被乗数」を見つけさせ

る） 

 
ポイント 4→ 

（各自に自分がどのようにし

て□の数を見つけたのかにつ

いて、ノートに書かせたり、発

言さたりさせる） 

 

・「ゆき」さんの方法で見つけてみま

しょう。 

           ４ 

 

「ゆき」６   ２４ 

 

 

・「はる」さんの方法でみつけてみま

しょう。 

「はる」 

 ６×１＝ ６ 

 ６×２＝１２ 

 ６×３＝１８ 

 ６×４＝２４ 

 

・かけ算九九表を使ったり、□に数

をあてはめたりして求めることがで

きるのですね。 

 

問題 

右の□にあてはまる数の見つけ方を

考えましょう。 

    □×３＝１５ 

問２ 先ほどの問題と似ています。

今度は、□×３=１５です。□にあて

はまる数を、「かえで」さんの方法と

「みなと」さんの２つの方法で見つ

めてみましょう。 

            ３ 

 

「かえで」 ５    １５ 

問３ 自分の考え方が「かえで」さん

「みなと」さんのどちらの考えを使

ったのか考えながら、求め方を説明

しましょう。 

 
 
 
（活動） 
・かけ算九九表から、□=４を
見つける。 
 
 
 
 
 
 
（活動） 
・□に１、２、３、４と数をあ
てはめながら見つける。 
 
（頷き・挙手で確認 
・できました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（活動）※「かえで」さん※ 
・□は５です。５×３=１５で
す。 
（発言・ノートをもとに） 
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ポイント 5→ 
（振り返りをさせながら、□

の求め方の「まとめ」をさせ

る） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「みなと」さん 

  ２×３＝ ６ 

  ３×３＝ ９ 

  ４×３＝１２ 

  ５×３＝１５ 

「数をじゅんにあてはめて」 

 

 

 

 

 

・かけ算の式で、答えがわかってい

た、かける数やかけられる数がわか

らない時は、「かけ算九九表」を使っ

たり「□に数を順にあてはめて考え

たり」すると、あてはまる数を見つけ

ることができます。 

 

問３ Ｐ１９「６」の「たしかめ」の

問題に取り組みましょう。 

※ステップアップＰ１３７に取り組

む 

 

Ｐ２０～Ｐ２１「かけ算のきまり」に

取り組ませる 

 

・かける数が「３」のところか
ら、答えが「１５」になるとこ
ろを見つけました。 
（活動）※「みなと」さん※ 
・□は５です。５×３=１５で
す。 
（発言） 
・□×３=１５になるまで、□
の数を順番にあてはめました。 
 
 
・振り返り、「まとめ」をする。 
 
※問題に取り組む※ 
 
※答え合わせをする※ 
 
 
※問題に取り組む※ 
 
※答え合わせをする※ 

 


